
●研修参加者数：65名

令和７年度 鹿児島県看護協会 鹿児島地区
第２回研修会『糖尿病重症化予防に係る人材育成研修会』

開催日：令和7年８月９日 13：15〜16：15

●事業説明 鹿児島県国民健康保険課

●講話「糖尿病の最新知見と腎症の重症化予防
 −地域に根ざしたアプローチ−」

講師：独立行政法人国立病院機構鹿児島医療センター
糖尿病専門医 郡山 暢之 医師

●事例紹介含グループワーク・意見交換
講師：糖尿病看護認定看護師

   独立行政法人国立病院機構鹿児島医療センター
 尾辻 真由美 看護師

垂水市立医療センター垂水中央病院
 神之園 初代 看護師

<アンケート結果> 
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取材編集：出版規約委員 平岡

入会してポイントを貯めよう! 
当日、入会も出来ますよ～
入会のご案内
http://k-kango.jp/annai/nyukai/

～アンケートより抜粋～
●研修で一番学びたいこと
・行政と医療機関との関係づくり
・糖尿病重症化を予防するために自分ができることを学びたい
●研修の成果

・病院でできること、行政でできること、それぞれの強みを生かすことで
対象者に良いかかわりができるのだと思った

・糖尿病治療や生活に向けての支援だけでなく、生活関係性を築くこと
がポイントだと感じた
●活用したいこと
・今後行政として住民と関わる中で、医療機関と連携をとっていきたい
・行動変容ステージを意識した関わりをしたい
●意見・感想
・他職種の方と意見交換できる貴重な時間でした
・日々の自分の看護を振り返るいい機会になりました
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